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最後の卒業式綿
校長萩野雅 彦

3月15日、第69田卒業証書授与式を挙
行し、逗しく成長した 53名の卒業生は、中
学校の思い出と高校への期待を胸に抱き、ぺ
新たに本校を巣立っていきました.
そして、本目、平成27年度の修了式を終
えました. 1・2年生はそれぞれの学年の課
程を終え、 4月から新しい学年へと進級しま
す.
この 1年間、保護者地域の皆様には、本
校の数斉活動に対しまして、ご理解ご協力を
賜りぺより感謝申しょげます。
今年度を最後に38年聞の数職生活を終え
る私にとっても、最後の卒業式は感慨深いも
のがあります. 3 8年前と現在を比べると、
学校の様子も随分変わりましたが、 H人とし
てのぺのありょうH H人としての生き方"は
変わらないと足っています.私にとって最後
となる卒業生にそのことを伝え、逗しく人生
を歩んでほしいという願いを込めて式辞とし
ました.

長乙 呑辛
日差しも司増しに温かさを増し、雪道で歩
きづらかった通学路も路肩に雪を残すだけと
なり、春の訪れは、足踏みしながらも、確実
に近づいています。その春の訪れが待たれる、
今日の往き目 、今金町長 外崎秀人様、今金

可教育委員会教育長田中俊一様、今金中学
校 PTA会長 多田佳正様をはじめ、多数の
ご求賓の方々、そ Lて、保護者の皆様のご臨
席を賜り、平成27年皮卒業託書授与式を挙
行できますことに、まずも って、感謝申し上
げます。

今、卒業証書を手にした卒業生の皆さん、
ご卒業、本当におめでとうございます。
中学校生活への期待と不安を胸に、初めて
主主校した入学式の日から、 3年の月日が過ぎ、
学校生活の様々な場面が3年間の思い出とし
て、重量っていることと思います。
皆さんは、先輩方から、今中の良き伝統を
Lっかりと受け継ぎ、体育祭や文仏祭などの
行事、生徒会活動、部活動など、それぞれの
活動の中で、 1・2年生をしっかりリード L
て〈れました。教えるぺきことはきちんと教
え、失敗には侵 l<諭し、時には、自分たち
が率先Lて動〈ことで、模範を示し、リ ーダ
ーシップを発揮 Lてくれました。

皆さんは、中学校3年間の課程を終えて、
それぞれ自分で決めた進路に向かつて、中学
校を巣iLっていくことになります。皆さん全
員が高等学校へ進学することになりますが、
そこで大切なのは、高校で「どのような生活
を送。、何を学ぶか」ということです。高校
を卒業するとき、また進路選択をすることに
なります。大学や専門学校へと進学する人も
いるで Lょうが、一え平〈就職をして社会に
出て行〈人もいます。 Lかし、すぺての人が
必ず、ヰ守求、社会的・職業的に自立し、社会
の中でそれぞれの役割を泉たしてい〈こヒに
なります。

皆さんが生きる 21世紀の社会は、国際ィι
に伴い、様々な人種や固絡を持った人たちと
共に生きていかなければtどりません。と同時
に、障がいを持つ人や高齢者と一緒に暮らし
ていけるような使い、社会であること、また、
今金可のような大都市ではない他方が元気に
なってい〈ことが求められています。
このような 21世紀は、自分ら l~， 一人
一人それぞれの「心」のありょうが、問題に
なってきます。例えば、他の人が持っている
ものを自分も手に入れたい。その欲しいもの
が手に入札物質的な堂かさは満たされたと
Lます。しかし、時間が経っと、また別のも
のが欲l<なり、いつまで経っても、「心」
が満たされないままです。皆さんそれぞれが、
自分の 「心j を満たす自分らしい生き方を、
手採りで探してほしい。「自分ら Lさj は人
それぞれです。他の人と主主っていていいので
す。



もう一つ、皆さんに期待するニとをお診し
します。私は、どんな困難にも、ためらうこ
とな〈主ち向かい、大自然や周りの人々に感
謝して生きることに、人間としての価値があ
り、進歩があると考えています。自分はいか
に生きるべきかを考え、黙々と自分の信ずる
道を歩み続けなければなりません。

詩人で、彫刻家である高村尤太郎の作品に
『道程』ヒいうま寺があります。 3年生の皆さ
んは、高村光太郎という名前を覚えていると
思います o 2年生の時に、国語で、 『レモン
哀歌』 という詩を勉強しましたが、その詩の
作者でもあります。『道程』 とは、 「道のうJ
という意ち主です。小学校、中学校の義務教育
9年間を終え、これから、長い人生の道のり
を歩いて行〈皆さんに、その詩を贈ります。

道程

僕の粛にま置はない
僕の後ろに道はできる
ああ、 m怒よ
父よ
撲を独り立ちぎせた広大な父よ
撲から自を離ぎないで守ることをせよ
常/，父のえ迫を撲に充たせよ
この速い道程のため
この速い道程のため

皆さんは、中学校に入学した頃から比ぺた
ら、心身共に、ひピまわりも、ふたまわうも
成長しま Lた。その成長の陰には、ご家族の
皆様、地域の皆様、そして、南谷先生、本庄
先生、平山先生、神田先生の担任の先生方を
始め、多〈の先生方の支えがありま Lた。こ
れまで皆さんを支えて〈れた多〈の方々への
感謝の気持ちを忘れずに、また、新Lぃ生活
で活躍をしてほ Lいと願っています。

さて、保護者の皆様、お子様のご卒業、心
ょうお祝い申 L上げます。皆様には、本田の
卒業式、感慨深いものがあろうかと存じます。
還し〈成長Lたお子様の姿に、喜ぴと頼も L
さと安堵患の入り交じったお気持ちでいらっ
しゃることと存じます。今後とも、お子様方
が、心身共に堂かに成長されますよう、ええ
ていただ(ことをお願いいたします o また、
3年間、本校に寄せられましたご支援ご協力
に、この場を借りて、 厚(お礼申し上げます。

終わりになりますが、大変お忙しい中、ご
臨席を賜り、卒業生の門出に温かな励ま Lを
いただきました、ご求賓の皆様に、心からお
ヰしを申し上げ、式辞といたします。

「立志Jの姿に感動

第~~目卒業証書授与式を挙行
1 5日、平成 27年度卒業式を行い、 53
名の生徒が巣立ちました。
厳かな中に、生徒たちの成長がはっきりと
感じられ、感動的な式になりました。

たのしいひとときを満喫(*~ ~*) 

常伐る会8実施
卒業式を間近に控えた8日、卒業生を送る
会が催されました。
生徒会執行部が中心となって立案、運営し、
笑いあり、感動的な場面あり、と本当に楽し
い時間を過ごすことができま
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離任の御技妙

技町紛校長先生
J之年退職

この皮、 38年間の教職
生活を井手え、今金中学校勤務を最後l二退職
するこど Eなうま Lた。 本校1:11、平成2
5年度ゲらの勤務寸 Lたが、 素直寸 !G佼 L
い主役た もど笑顔寸前過ご lた3年間寸 L
た。また、 PTA行手や部;舌動の応援、オ
ープンウィ ータ等γ、保護者や地域の号fi革
ピも交流を深めるこどがイき、教職生活の
最後をここ今金中学校寸締めくくられるこ
ピを本当 1:峰 L<忠勺寸います。有難うご
さ¥‘ま Lた。

ぽTE11 
八雲町立八雲中学校へ

この皮、 八雲町立八雲中
学校1:異動するこどになっ ι 1.. f..... 0 '7 j. 
学校の 3年間1'1工、"'Tの特別文後教育スー

ノ〈ーバイザーも兼務寸 Lたのτ、ヂト霊力も芦
〈主役ピ関わるこ Eも少な昔、ったのが減:念
γLた。千オ1イも、普段の場面γ11戸をか
けTくれたつ、手4吉生 Lたつ E良さ忠い出も
出来ま Lた。 3年間ピいう手豆ぃ問寸 Lたが、
大量こ必世言ttになっま Lた。本当 1:<hつがピ
うご~~\ )ま lた。

料理子 t1.
今金高等養護学校へ

迷路のよ 1な1犬舎に戸忍
L¥雪の芦さ l二驚|守 lた5主l-iPr0 ;: (j) i入、
今金高等養護学校へ異動どなつま tた。今
金町の伝事、11'1特$'J支援1:対する意識が変
わつま lた。う tの主役i芝、すこ¥' 11素直
1:干う忠勺1¥ ~ます。戸の車、け才、 1長 L 才、
よ手なサポー ト。子ども君、ら学X1::はこの
ようなこピピ玖めl~ l寸います。4旦イ全も
4寺たせl1頁くこピができま Lた。告に舌重n1
も会i豆大会1二i是非主寸i主オ1寸行っ Tもら¥'ま
lた。後半11、怪我をLたつ 、体調を崩 l
たつするこピもあっ、ご迷姦を民事、11¥ ‘た
lま[た。今金中学校11号たものを ，c;.の文
えに頑張つます。引越11L小 、ので、売も
物7なピ寸 μ会いする こピがあっま Lたら伝
子さんの珠子を教えT下ざいれ。本当 1:あ
つがどうこさいま Lた!

八回特先生
ノエ差町立ンエ差北中学校へ

オホーツク管内君、らの兵
動1:ょっ T初めマ訪れた槍山のま也。 新天地
Tの教育1:ふれられる喜レーに告ロワ令いが
一切L、ない池寸酬の不安ピが入つ;昆rる、ま
る守新入生のような気持tγ赴任 L寸きた
こどが、まるイこの前のように感じられま
す。め つがたいこピ l二1旦{全寸スタートを切
るこどができ、 Fくの主役干 Ll f来護者の
号付革l工夫えられ、卒業生を出すこどが寸さ
まLた。 当月守の{呆i蔓者の号ft革i二11本当 iてお‘
世言古1:なつま Lた。 干の1良IH¥'J.:}旦イ全1::L寸
5年間、でも学級T言いたいこピを自由 1:
言わせTもらいま 1た。たくさんの才々 l工
夫えられた 7年間、本当 lてあつがた母、勺た
γす。今後も今金中学校の活躍をに‘後 Ll 
います。めつが1::iごさいま lたo



南谷麻子先生
函館寸f立花校中学校へ

このたび、 3年間の広域
人手期間を井手え函館市花校中学校へ異動す
るこ't'tなつま Lた。故郷寸ある1青山、千
L -r忍¥>出がたくさんつまった今金町T教
員生活を送つ、たくさんの経験を殺じこど
がてきたこど 11.、オムの貴重な財産ピなうま
Lた。素直寸めんこい今金町の子ども遠の
笑顔1-::固まれ、ピマも幸せな 3年間1"Lた。
保護者の守でまの込書、い励ましサポート、
本当 1-::感謝いた Lます。 3年間、あつがピ
うごさいま L1;こ。

Jtg浩之先生
〆工差町立シ工差中学校へ

6年間が世話:[-::なつま L
た。今金中学校[-::赴任 L、「素晴らい、生
徒たもだ !JESS[たのが6年前。「あい
さつJr校歌Jr i失業態皮JIJ刈つかっ L-r 
いた事、ら、干う ~l たの t:'t 思います。こ
の6年間寸、自分が教えるこピがγさたの
はごくわず1)， 1-::勺た事、も Lれまぜんが、少
なく Eも「子どもたもをょっょく L1いき
たtリピいう忠いを衿t続け寸 5まLた。
今も干の忠い[1.~こわうません。少 L i主くは
なつますが、今金の子どもたもの嵐長を願
勺Tいます。{来i董:tの管:ltやf也域のヌT々 l二
も本当 l二感謝 L寸います。めつがピうご古
いま[たロ

佐保原人先生
せたな町立:頼矧中学校へ

久がつく E、今金[-::赴任 L
寸事、ら早5与が経過 L-rいま Lた。5年前、
不安 L!J'な申、勺たがをホッピさせT くれた
のは、生徒たもの法曹、さイ l た。挨:/~がて
き、人の言舌を聴ー;くこピが1"~ .;主役た 1， 1二
出会い、徐々に不安が薄れ寸い勺たこピを
今イも覚え寸います。また、た〈さんの{呆
i蔓者の才々 l工夫えられた 5年間γもあっま
lた。特l二好球部イl工、面ι牢や慰労会など
寸h世話になっ、生徒どともに忠い出を作

るこピドγさま Lた。 5年間本当[-::Jうつが
とうごさいま Lた。

「月干Ij.今中」 今年度最終号

1年間の械読
ありがtうごずはしれ() m 
平成27年度の学校だよりは、このNo.l2 
をもって、最終号とさせていただきます。
編集者の目標として、生徒の活動を中心に
学校生活の様子を御家庭、地域に発信するこ
とを目標に取り組んで、きたつもりですが、い
かがでしたでしょうか。
平成28年度は、先に挙げた目標に加え、
「もっ とおもしろく、読んでいただけるJ学校
だよりを目指して頑張っていきたいと思いま
す。今後とも「月干Ij・今中jをよろしくお願い
しますm( )m。

印)~(川)の予定
日 曜日 行事予定
l 金 年度始休業(~ 5日)

6 水
着任式始業式
職員会議

7 木 平成28年度入学式
B 金 自転車点検
1 1 月 知能検査

1 2 火
身体測定
部活動紹介

1 3 水
標準学力検査定例職員会議
尿検査 PTA三役・専門部長会議

1 5 金
専門委員会
PTA総会・歓迎会

18 月 家庭訪問 (~2 8日)
1 9 火 全国学力・学習状況調査
20 7}く参観日

2 1 木
尿検査(2次)
耳鼻科検診

22 金
心臓検診
生徒評議会

25 月 町教研総会研修会(午前授業)
27 7.K 生徒総会
29 7.K 昭和の日


